
 

 

様式4（第5 条第2 号関係）（A4 判縦） 

平成 16年度試験研究成果書 

区分 指 導 題名 
液状コンポストの利用法 
（2）成分含有率の簡易推定法 

［要約］液状コンポストのT-N、T-P2O5、T-K2Oは電気伝導度、乾物率から推定できる。また
、アンモニア試験紙、簡易型反射式光度計を用いて現地でT-Nが推定可能である。 

キーワード 液状コンポスト 成分含有率 簡易推定 県北農業研究所 営農技術研究室 

1 背景とねらい 
液状コンポストは、貯留中に成分含有率が降雨の影響、貯留槽の部位により変動が見

られることから、適正な施用量算出に資するため、成分含有率の簡易推定法を策定した。 
2 成果の内容 
（1） EC、乾物率による T-N、T-P2O5、T-K2O 推定（図 1～4） 
 ア 推定式 
 
 
 
 
 
 

 イ 操作手順 
EC は原液を測定した数値を推定式に用いる。乾物率は、105℃、24 時間で乾燥
後、測定を行う。 

 

（2）アンモニア試験紙及び簡易型反射式光度計による T-N 推定（図 5,6） 
ア 推定式 

 
 
 
 イ 操作手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

T-N（%）＝0.0324×EC(mS/cm)-0.113 (R2=0.61) 
    ＝0.0160×EC(mS/cm)＋0.0472×乾物率(%)-0.07284 (R2＝0.93) 
T-P2O5（%）＝0.0804×乾物率(%)-0.0944 (R2=0.92) 
T-K2O（%）＝0.0187×EC(mS/cm)＋0.0131×乾物率(%)＋0.0737 (R2=0.58) 

T-N（%）＝0.0057×アンモニア試験紙数値(mg/L)＋0.1052 (R2＝0.72) 
＝0.0062×簡易型反射式光度計数値＋0.0827 (R2＝0.66) 

（アンモニア試験紙）

反応部分が全部、分析サンプルに浸るように

する（約３秒間）。

（簡易型反射式光度計）

反応部分が全部、分析サンプルに浸るよう

にする（約２秒間）。

約10秒後（反応時間）容器の色見本と

反応部分を見比べ、指示値を読む。

簡易型反射式光度計

（模式図）

数値表示部

試験紙を 挟み込む

1５秒後（反応時間終了後）

反射式光度計に表示される指示

値を読む。

得られた指

示値をその
まま推定式
に適用して、

計算する。

アンモニア試験紙（模式図）

0 10 30 60 100 200 400

付属の容器を数回、共洗い

（ともあらい、サンプル液で洗

浄すること）する。

液状コンポスト原液

のサンプリング

注）採取する場合

は、極力実際に利用

すると想定される層

位からサンプリング

液状コンポストを入れた後に、液状コン

ポスト原液の100倍の量になるよう
に（原液20mlならば、２リットルになるよ

うに）水を入れ、サンプル液とする。

共洗い後、付属の容器にサンプ

ル液を５ml採取し、付属の反応用

試薬を１０滴入れ混合する。

注）採取前にはサンプル液を十

分かき混ぜること。



 

 

3 成果活用上の留意事項 
(1) アンモニア試験紙は、メルコクァントシリーズ アンモニウム分析用試験紙
（10-30-60-100-200-400mg/L 100 枚入 6,500 円）を用いた。簡易型反射式光度計用試験
紙はアンモニウムイオン 20-180mg/L（50 枚入、7,000 円）を用いた。 

(2) アンモニア試験紙及び簡易型反射式光度計の分析試料は温度を室温程度とする。 
4 成果の活用方法等 
(1)適用地帯又は対象者等 
液状コンポストの利用地帯 

(2)期待する活用効果 
液状コンポスト成分含有率の迅速な把握による、液状コンポストの有効活用促進 

5 当該事項に係る試験研究課題 
(847)奥中山地域における液状コンポスト調整利用システムの確立(H14～H16、県単) 
(2000)草地や飼料作物を対象とした液状コンポスト利用技術の確立(H14～H16) 

6 参考資料・文献 
 家畜ふん尿処理・利用の手引き 2004（北海道農業改良普及会） 
7 試験成績の概要（具体的なデータ） 
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              図1　ECと全窒素の関係
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図3　乾物率とリン酸の関係

y = x - 6E-09

R2 = 0.93
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図2　T-N推定式の精度（EC、乾物率）
*T-N（%）＝0.0160EC(mS/cm)＋0.0472乾物率（%）-0.07284

図5　アンモニア試験紙と全窒素の関係
*光度計数値は100倍希釈サンプルの値
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y = x + 6E-09

R2 = 0.58
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図4　K2O推定式の精度（EC、乾物率）

*T-K2O（%）＝0.0187×EC(mS/cm)＋乾物率(%)＋0.0737

　　図6　簡易型反射式光度計と全窒素の関係
 　　　　*光度計数値は100倍希釈サンプルの値
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